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研究要旨：IgG4関連疾患の呼吸器病変（IgG4関連呼吸器疾患）の後方視調査の結果を

もとに診断基準を作成した。診断項目は，画像所見・血液検査所見・病理所見・胸郭

外臓器病変の存在，の4 項目とし，診断を，確定診断群（definite）・準確診群

（probable）・疑診群（possible）の3 つに分類した。 

 

Ａ．研究目的 

2011 年，厚生労働省難治性疾患克服研究

事業研究班（厚労班）から，IgG4 関連疾患

包括診断基準が公表され、広く使用されて

いる。一方で、IgG4関連疾患の呼吸器病変

の診断においては診断精度が十分でない可

能性がある。本研究では、IgG4関連疾患の

呼吸器病変の診断基準を作成することを目

的とした。 

 
Ｂ．研究方法 
厚労班に所属する施設および研究協力施
設において、IgG4 関連疾患の呼吸器病変症
例の後方視調査を行った。その調査結果を
厚労班呼吸器分科会において検討の後、診
断基準案を作成した。 
（倫理面への配慮） 
富山大学、京都大学、および参加施設の倫
理委員会承認を経て行った。 
 
Ｃ．研究結果 
IgG4関連呼吸器疾患の診断基準を作成し、
診断を、確定診断例 (definite)・組織学的
確定診断例 (definite, histological)・凖
確定診断例(probable)・疑診例 (possible)
の 4 つに分類した（論文３）。鑑別を要する
疾患を列挙し、解説とアルゴリズムを付記
した。 
 
Ｄ．考察 

IgG4関連呼吸器疾患の診断においては他
疾患の鑑別が重要であるが、新しく作成し
た診断基準は他の呼吸器疾患との鑑別にお
いて高い診断精度を有していた。 
 
Ｅ．結論 
 IgG4関連呼吸器疾患の診断基準を作成し
た。本診断基準の普及が望まれる。 
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Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 
（予定を含む。）  
 1. 特許取得 
 なし 
 2. 実用新案登録 
なし 
 3.その他 
なし 


